
地
⽅
分
権
改
⾰
に
関
す
る
提
案

（
⼟
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
な
い
⼟
地
の
改
変
な
ど
に
関

し
、
⼟
壌
汚
染
対
策
法
第
４
条
第
１
項
に
基
づ
く
届
出
義

務
の
廃
⽌
に
つ
い
て
）

平
成

29
年

7⽉
14
⽇

栃
⽊
県

1

24

重点番号37：土壌汚染のおそれがない土地の形質変更などに関し、
　　　　　　土地の所有者等から都道府県知事への届出義務を廃止（栃木県）
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木
県

⼟
壌
汚
染
対
策
法
の
⽬
的

（
第

1条
）


⼟
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
措

置
及
び
そ
の
汚
染
に
よ
る
⼈
の
健
康
に
係
る
被
害
の
防
⽌
に
関
す

る
措
置
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
⼟
壌
汚
染
対
策
の
実
施
を
図

り
、
も
っ
て
国
⺠
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
。

2
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法
第
４
条
第
１
項
に
基
づ
く
届
出
及
び

同
条
第
２
項
に
基
づ
く
調
査
命
令


⼟
地
の
形
質
の
変
更
は
、
汚
染
の
拡
散
の
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
で
あ
る

が
、
旧
⼟
壌
汚
染
対
策
法
に
お
い
て
は
、
「
指
定
区
域
」
外
に
お
け
る

⼟
地
の
形
質
の
変
更
に
つ
い
て
は
規
制
が
無
か
っ
た
（
施
⾏
通
知
）
。


こ
の
た
め
、
平
成

22
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
以
下
の
規
定
が
追
加
。

○
3,

00
0m

2 以
上
の
⼟
地
の
形
質
の
変
更
を
⾏
う
者
は
、
そ
の
旨

を
事
前
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第

4条
第

1項
）
。

○
当
該
⼟
地
に
お
い
て
⼟
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

⼟
壌
汚
染
状
況
調
査
の
実
施
及
び
結
果
の
報
告
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
（
第

4条
第

2項
）
。

3
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法
第
４
条
第
１
項
に
基
づ
く
届
出
に
係
る

事
務
処
理


栃
⽊
県
に
お
け
る
法
第

4条
に
基
づ
く
届
出
の
事
務
処
理
フ
ロ
ー

①
届
出
の
受
理
（
法
第

4条
第

1項
）

②
当
該
⼟
地
が
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
蓋
然
性
の
判
断

・
地
歴
の
確
認

・
⼟
地
の
利
⽤
形
態
の
確
認

・
特
定
有
害
物
質
の
使
⽤
履
歴
の
確
認

・
そ
の
他

（
⼟
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
）

③
調
査
命
令
の
発
出
（
同
条
第

2項
）

4
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栃
⽊
県
に
お
け
る
同
法
第
４
条

第
１
項
に
基
づ
く
届
出
件
数
等
の
推
移


届
出
件
数
は
、

25
0件

/年
前
後
で
推
移


調
査
命
令
の
発
出
は

10
件

/年
未
満
（
総
件
数
の

4％
未
満
）

2
4

1
1

5
9

5

25
5

21
7

21
5

22
8

26
2

24
9

24
2

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

件数(件)

年
度

調
査
命
令
発
出

届
出
総
件
数

5
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栃
⽊
県
に
お
け
る
同
法
第
４
条
第
２
項
に

基
づ
く
調
査
命
令
の
発
出
状
況


平
成

22
年
度
以
降
に
調
査
命
令
を
発
出
し
た
の
は

28
件
（
平
成

29
年

7⽉
5⽇
現
在
）
。


い
ず
れ
の
⼟
地
も
、
⼈
為
的
な
汚
染
が
認
め
ら
れ
る
も
の
（
特
定
有

害
物
質
の
使
⽤
履
歴
あ
り
）
が
対
象
。

事
業
場
跡
地

4件

事
業
場
敷
地
内

24
件

調
査
命
令
を
発
出
し
た
⼟
地
（

28
件
）
の
内
訳

6
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そ
こ
で
、

現
⾏
制
度
に
対
す
る
栃
⽊
県
か
ら
の
提
案


提
案
１

「
保
安
林
で
⾏
わ
れ
る
治
⼭
⼯
事
」
な
ど
は
⼈
が
踏
み
⼊
ら
な
い

⼭
間
部
の
奥
地
で
あ
る
た
め
、
そ
も
そ
も
⼟
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
極

め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
、
届
出
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

→
現
⾏
制
度
で
は
届
出
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
治
⼭
⼯
事
の

速
や
か
な
実
施
の
⽀
障
と
な
っ
て
い
る
。
【
⽀
障
事
例
１
】


提
案
２

法
に
基
づ
か
な
い
任
意
調
査
を
実
施
し
て
い
る
場
合
な
ど
の
「
既

存
の
知
⾒
に
よ
り
汚
染
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
⼟
地
」
に

つ
い
て
も
届
出
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

→
⼯
場
の
建
設
等
に
よ
る
⼟
地
の
改
変
に
当
た
り
届
出
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
企
業
の
事
業
活
動
の
⽀
障
に
な
っ
て
い
る
。

【
⽀
障
事
例
２
】

7
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
栃
⽊
県
は
、
県
⼟
の
約

55
％
が
森
林
で
あ
る
が
、
治
⼭
事
業
に
係

る
法
第

4条
に
基
づ
く
届
出
が
、
年
間

5件
前
後
提
出
さ
れ
る
。


こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
⼟
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
極
め
て
低
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
改
め
て
⼟
地
の
履
歴
等
の
確
認
作
業
を
⾏
っ
た
。


確
認
の
結
果
、
調
査
命
令
の
発
出
は
⾏
っ
て
い
な
い
。

⽀
障
事
例
１

（
治
⼭
事
業
に
お
け
る
届
出
）

8
出
典
：
栃
⽊
県
環
境
森
林
部
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⽀
障
事
例
２

（
過
去
に
調
査
が
⾏
わ
れ
た
⼟
地
）


栃
⽊
県
の
「
Ｍ
産
業
団
地
」
で
は
、
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

く
⼟
壌
調
査
を
実
施
し
、
汚
染
が
無
い
こ
と
を
確
認
。


法
第

4条
に
基
づ
く
届
出
は
、
「
造
成
時
」
「
分
譲
時
」
に
そ
れ

ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
調
査
命
令
は
発
出
し
て
い
な
い
。

【
造
成
時
】

①
H

22
.1

2.
3届
出

【
分
譲
時
】

②
H

25
.6

.2
1届
出

③
H

27
.2

.6
届
出

④
H

27
.7

.8
届
出

⑤
H

27
.1

2.
3届
出

出
典
：
栃
⽊
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②

③
④

⑤

①
造
成
区
域

9
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こ
れ
ら
の
提
案
に
よ
る
効
果


効
果
１

法
の
⽬
的
は
、
⼟
壌
汚
染
対
策
に
よ
り
国
⺠
の
健
康
を
保
護
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
健
康
へ
の
影
響
が
⽣
じ
る
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
な

い
⾏
為
に
対
し
て
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
速
や
か
な
向
上
及
び
企
業
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。


効
果
２

ま
た
、
⾃
治
体
に
お
い
て
は
、
法
第

4条
に
基
づ
く
届
出
件
数
は

多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
規
制
の
緩
和
に
よ
り
、
事
務
の
効
率
化

に
も
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

10
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参
考

（
中
央
環
境
審
議
会
第
⼀
次
答
申
か
ら
）


都
市
計
画
法
の
区
域
区
分
と
の
関
係
で
⾒
た
場
合
、
都
市
計
画
区

域
外
で
調
査
命
令
が
発
出
さ
れ
た
件
数
は

1,
26

3 
件
中
１
件
、
基

準
超
過
は
０
件
で
あ
っ
た
（
平
成

26
 年
度
）
。


こ
の
た
め
、
都
市
計
画
法
の
都
市
計
画
区
域
外
の
⼟
地
な
ど
有
害

物
質
使
⽤
特
定
施
設
等
が
過
去
に
存
在
し
た
可
能
性
が
著
し
く
低

い
と
考
え
ら
れ
る
⼟
地
に
関
す
る
届
出
は
、
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
こ
ろ
を
効
率
的
に
調
査
す
る
観
点
か
ら
は
過
剰
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
届
出
対
象
外
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

11
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